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交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
（
加

害
者
）
に
よ
っ
て
傷
病
を
受
け
た

場
合
も
、
国
保
を
使
っ
て
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

の
場
合
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
が
必
要
で
す
。
交
通
事
故

に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
届

け
、
事
故
証
明
書
を
も
ら
う
と
同

時
に
、
国
保
係
へ
の
届
け
出
を
忘

れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

（
国
保
係
窓
口
）

・
事
故
証
明
書
・
保
険
証
・
印
鑑

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け

た
傷
病
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し

て
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ
き
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
国
保
で
治

療
を
受
け
る
と
、
国
保
は
加
入
者

の
医
療
費
を
一
時
的
に
立
て
替

え
、
あ
と
か
ら
加
害
者
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

保
に
届
け
出
る
前
に
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談

を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
国
保
が
使

え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
係
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
国
保
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付

平
成
17
年
度
分
の
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
、
ま
た
は
給
油
券
を
４４
月月
１１

日日
�
か
ら
交
付
し
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
該
当
者

①
市
内
に
住
居
を
有
し
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

▼
１
級
ま
た
は
２
級
で
下
肢
に

障
害
を
有
す
る
（
手
帳
の
障

害
名
の
欄
に
、
下
肢
の
障
害

に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
こ

と
）

▼
下
肢
・
体
幹
・
平
衡
機
能
の

障
害
に
よ
り
３
級

▼
視
覚
障
害
１
級

▼
通
院
に
よ
り
血
液
透
析
治
療

を
受
け
て
い
る

▼
心
臓
機
能
障
害
１
級

②
市
内
に
住
居
を
有
し
、
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
、
印
鑑

＊
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
ま
た
は
福

祉
給
油
券
を
利
用
の
際
は
、
必
ず

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

介
護
保
険
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
　

利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
確
定
申
告
（
所
得
税
）
・

市
県
民
税
な
ど
の
申
告
を
す
る
際

に
、
次
の
よ
う
な
控
除
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。。

■
障
害
者
控
除

要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
65

歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護
度
１
〜

５
の
方
は
、
障
害
者
手
帳
交
付
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
者
控

除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
確
定
申
告
の
場
合
、
保
健
課

が
発
行
す
る
認
定
書
が
必
要
と
な

り
、
市
民
税
の
場
合
は
、
申
告
の

際
に
、
税
務
課
に
介
護
保
険
被
保

険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
控
除

施
設
に
入
所
、
ま
た
は
在
宅
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が

負
担
し
て
い
る
な
か
で
、
医
療
費

控
除
に
該
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
料
が

あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
を
添
え

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
認
め
ら

れ
る
医
療
費
か
ら
一
定
の
金
額
を

差
し
引
い
た
分
が
控
除
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
高
齢
者
介
護
保
険
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）

ま
た
は
税
務
課
市
民
税
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
４
）ま
で

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
応
募
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
掲
載
に
は
至
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

日 曜 場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

10

11

11

15

16

17

水

木

火

水
猪野吉保商店前
10:20～10:35

王子権現神社北側
10:40～11:00

蒲原県営住宅
14:00～14:30

医学部蒲原宿舎
14:35～14:55

定林寺公民館
15:00～15:20

里保育所
10:20～10:40

中澤建材店前
10:45～11:05

かりやストア前
11:45～12:05

白山荘
11:15～11:40

吾岡保育園
10:55～11:15

市農協野田支所
14:00～14:20

岩村ふれあいセンター
14:25～14:45

市農協前浜支所
15:30～15:50

南部営農センター
14:40～14:55

浜改田公民館
15:00～15:25

浜窪市営住宅
15:55～16:15

高知高専宿舎
11:05～11:25

南海学園
11:20～11:40

白銀荘
10:20～10:50

長岡農協
13:30～13:50

喫茶わらべ駐車場
13:55～14:10

星神社前
11:45～12:05

ケアハウスたんぽぽ
15:00～15:30

医学部中島宿舎
15:30～16:00

市農協国府支所
14:25～14:45

白木谷公民館
14:25～14:45

久礼田保育所
10:50～11:10

久礼田西公民館
11:15～11:35

立田消防屯所南側
14:50～15:10

３／9

木

金

金

第２希望の家
10:20～10:40

土佐厚生会国府寮
15:05～15:35

植野公民館
11:40～12:00

奈路公民館
13:40～14:00

札場バス停前
10:30～10:45

丸十園芸組合前
10:50～11:10

阿戸公民館
11:15～11:30

緑ヶ丘２丁目
13:30～13:50

県住十市団地
13:55～14:30

雪の夜話　　　　 朝倉卓弥
午後の磔刑　　　 花村萬月
約束の河　　　　 堂場瞬一
恋愛小説　　　　 川上弘美
白蛇教異端審問　 桐野夏生

おりがみ　つつむ　 布施知子
初めての社交ダンス 鳥居弘忠
土佐を彩る女たち（上・中）
　　　　　　　　　 近藤　勝
平山郁夫平成洛中洛外図
　　　　　　　　　 平山郁夫

九月が永遠に続けば
　　　　　　 沼田まほかる
やさしい昔の針仕事
　　　　　 日本ヴォーグ社
印象派美術館　　　 小学館

３
月
13
日
�
〜
21
日

�
は
、
ば
く
書
の
た

め
休
館
で
す
。
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浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
へ

快
適
な
生
活
と
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
生
活
排
水
対
策
と
し
て
、

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
申

請
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
平平
成成
1188
年年
２２
月月
　　

2200
日日
まま
でで
に
浄
化
槽
の
設
置
工

事
が
確
実
に
完
了
で
き
る
方

■
補
助
対
象
地
域
／
下
水
道
認
可

区
域
、
農
業
集
落
排
水
事
業
区

域
以
外
の
市
内
全
域

■
受
付
期
間
／
平平
成成
1177
年年
４４
月月
１１

日日
�
かか
らら

毎
月
末
日
締
め

■
備
考
／
補
助
金
交
付
決
定
前
に

施
工
さ
れ
た
も
の
、
お
よ
び
営

業
用
建
物
は
対
象
外
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
処
理
場
整
備
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

法
定
外
公
共
物
の
里
道
・
水
路

（
赤
線
・
青
線
）
な
ど
が
市
有
財

産
に
な
り
ま
す
。

１
、
法
定
外
公
共
物
と
は
？

道
路
、
河
川
、
水
路
な
ど
の

「
公
共
物
」
の
う
ち
、
道
路
法
、

河
川
法
、
下
水
道
法
な
ど
の
特
別

法
が
適
用
ま
た
は
準
用
さ
れ
な
い

も
の
を
「
法
定
外
公
共
物
」
と
い

い
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て

「
里
道
（
農
道
）」
や
「
水
路
」
が

あ
り
ま
す
。

法
定
外
公
共
物
の
多
く
は
、
明

治
初
期
の
地
租
改
正
に
伴
い
国
有

地
に
分
類
さ
れ
、
一
般
に
里
道
、

水
路
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
に
備

え
付
け
ら
れ
て
い
る
公
図
な
ど
の

地
図
上
で
赤
色
、
青
色
の
着
色
の

表
示
が
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
土

地
地
番
が
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
土

地
登
記
簿
も
あ
り
ま
せ
ん
。

２
、
法
定
外
公
共
物
の
譲
与

平
成
12
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、「
国
有
財

産
特
別
措
置
法
」
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
有
財
産
で

あ
っ
た
里
道
・
水
路
な
ど
が
市
に

譲
与
さ
れ
ま
す
。

３
、
法
定
外
公
共
物
に
関
す
る

境
界
な
ど
の
申
請
窓
口

４
月
１
日
よ
り
、
県
南
国
土
木

事
務
所
か
ら
市
建
設
課
建
設
管
理

係
に
変
わ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

建
設
課
建
設
管
理
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
１
）ま
で

応
募
数
が
多
数
の
た
め
、
現
在
、
掲
載
数
を
増
や
す
か
検
討
中
で
す
。
掲
載
数
が
増
え
る
場
合
は
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

おお
便便
りり
のの
回回
答答

INFORMATIONINFORMATION

 口座振替をご利用の方は、引き落と
  し不能にならないよう納期限前に口
  座の残金をお確かめください。

■とき／３月22日�
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／３月28日�
　　　    13：00～15：00
■ところ
　市役所４階　大会議室
■相談料／無料
■備考／申込は不要です。
　直接会場へお越しくださ
　い。

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（�８６３ー４４４４）に
　予約してください。

■とき／３月８日�・４月５日�
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　　 生活環境課環境係
 　　 （�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

国 保 税　（８期分）
人権・行政相談

無料法律相談

人身事故件数 死者 負傷者
   17年１月 26件 ０人 32人

　　《火災》
発生件数　 ２件

建物　　　   ０件
山林　　　   １件
その他　  　 １件
被害額　　   ０円

《救急》
出動回数　 185回
急病　  　      95回
交通事故　    24回
一般事故　　26回
その他　　　40回

３月の納税は

　地域・家庭・職場・子ど
ものことなどで、悩みを抱
えていませんか？
　人権擁護委員協力員、家
庭児童相談員がご相談に応
じます。秘密は厳守します。
お気軽にご利用ください。

※お問い合わせは
　じんけんセンター
 （�８８０ー６５７０）まで

消防だより消防だより

火の用心７つのポイント火の用心７つのポイント火の用心７つのポイント火の用心７つのポイント

平成17年度
春季全国春季全国 火 災 予 防 運 動火 災 予 防 運 動

そ
の
油
断 
火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ

そ
の
油
断 
火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ

そ
の
油
断 
火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ

　３月１日�～７日�まで、全国一斉に
春の火災予防運動が実施されます。
　春は季節風の強い日が多く、市内中小
河川のしゅんせつ工事や山田堰関係の
「川干」と重なるため、ちょっとした不
注意から思わぬ大火になる恐れがありま
す。また、放火火災による被害の低減を
図るため、家のまわりに燃えやすいもの
を置かないよう注意しましょう。
　火の取り扱いは慎重に、火災の発生を
防止しましょう。

・寝たばこは、絶対やめる
・ストーブは燃えやすいものから離れた位
　置で使用する
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、
　必ず火を消す

・逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報機
　を設置する
・寝具や衣類からの火災を防ぐために防炎
　装置を設置する
・火災を小さいうちに消すために住宅用消
　火器などを設置する
・お年寄りや身体の不自由な人を守るため
　に隣近所の協力体制をつくる

（３つの習慣・４つのポイント）
◎３つの習慣

◎４つのポイント


